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研究情報の名称 電子線グラフト反応を用いる繊維・フィルムの機能化 
概要：繊維・高分子に電子線を照射することで高分子の主鎖または側鎖に活性菜ラジカルが生成する。
これを利用し、色々な繊維・高分子にビニルモノマーなどを作用させることでグラフト重合が容易に
進行する。これまでにこの反応を有効に進行させるために加工する織物を上下からフィルムでシール
する「フィルムシール法」を開発し、ポリエステル、ポリプロピレンなどの繊維の高機能化（親水化、
超撥水化、電子伝達機能の賦与など）技術を開発してきた。さらにこの方法を発展させ、繊維表面で
無機物と複合化する技術も研究し、PET繊維や PP繊維とハイドロキシアパタイトとの複合化に成功
している。 
 キレート機能を有する官能基を導入すれば金属イオン捕捉繊維の調製も容易に行える。 
新規性：不活性な汎用高分子および繊維の表面に色々な官能基をできるだけ化学薬品を用いずに機能
化できるこの方法は新規性が高く、省資源・省エネルギープロセスとして注目され、NEDO の助成金を
得て、実用化の研究が進んでいる。 
応用例：各種疎水性繊維の親水化加工、各種繊維の抗菌加工・防炎加工、消臭加工などの機能加工、
金属イオン吸着繊維の調製、高性能フィルターの調製、電池材料の調製など 
グラフィカルな社会還元までのチャート（以下を参考に、図を作成下さい。テンプレートとしてご使用下さい。）
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